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今年の大寒は思いの外暖かく、暖冬なんだなと感じたところです。昨年は雪が降りま

せんでしたが、今年はどうなるのでしょうか?

今年どもあと２か月あまりとなりました。学校ではこれまでの学習や体力等を振り返り、

次の学年に向けて、出来ることをしっかり補充しているところです。

今年度は東京オリンピックの年であり、夏は賑やかになりそうです。学校関係でも、小

学校は学習指導要領の完全実施で教科書が替わり、「外国語」や「プログラミング学習」が

本格的に実施されます。また、大学入試の在り方も変わります。

小林市では昨年全小中学校に「タブレット」が導入され、より活用を図っていきます。

また、小林市の手話言語条例に合わせ、学校ガンバでも手話に触れる機会が増えてくるで

しょう。

いろいろあるように思えますが、一つ一つが子供たちの成長を促すものとして、ていね

いに取り組んでいきたいと思います。

努力は必ず報われる。もし報われない努力がある

のならば、それはまだ努力と呼べない。

～元プロ野球選手･監督 王貞治 ～
プロ野球界においてホームラン数世界記録保持者 王 貞治 氏の言葉です。どんなと

きでも自分の決めた練習メニューを黙々とこなし、結果を積み重ねてきた王選手ならでは

の言葉かも知れません。

しかし、努力のないところにはいい結果は生まれません。今年の占いの多くは、「今年は

大きな変化のある激動の年」と言っています。どんな変化に対しても、一つ一つ努力して

いくことで自分を成長させてほしいと思います。

２月２日（日）は学習発表会とＰＴＡバザーです。
２月２日(日)に、体育館で参観日を兼ねた学習発表会を行います。１４名の子供たちが、

学習してきた成果を発表します。合唱や合奏、劇や研究発表等、たくさんの方々へ表現し

ていきます。幸ヶ丘太鼓も披露します。（プログラムを参照ください）

また、今年も西小林中学校の吹奏楽部が参加して発表会を盛り上げてくれます。

学習発表会後は、雨天延期した運動会で出来なかったＰＴＡバザーも実施します。たく

さんの方々においでいただくととても嬉しいです。

子供たちがより多くの方々

の前で発表する機会を大切に

したいと思います。

どうぞ多数のご来場をお待ち

しております。



【 国際交流活動のシュルト先生 】
昨年小林市の国際交流員がドイツのアントニ

ア･シュルト先生に替わりました。１２月に最初

の国際交流活動がありました。

シュルと先生とは初顔合わせでしたが、先生

の明るさや気さくさですぐに子供たちも打ち解

けたようです。ドイツについていろいろ教えて

いただいた後、

クイズやドイツ

の絵本の読み聞

かせもありまし

た。日本語もお

上手でした。

【モーモー教室で宮崎牛を食べ比べ】
12月 19日に JA経済連主催の「モーモー教室」

がありました。JAの方と子牛の生産者に来てい
ただき、肉牛についていろいろ教えていただきま

した。宮崎牛に関する DVDやプレゼンを見せて
いただきました。生産者の方との質疑応答も行い

ました。次に、宮崎牛の肩ロースともも肉を見せ

ていただき、実際

に焼いて食べ比べ

をしました。味の

違いはあるものの

どちらもとてもお

いしかったです。

２ 日 学習発表会 ＰＴＡバザー

３ 月 振替休業日

５ 水 新入学児童1日入学

６ 木 西小林小との交流（3・4年）

１０ 月 薬物乱用防止教室（５･6年）

１３ 木 家庭教育学級閉級式

１４ 金 なわとび記録会

１７ 月 国際交流学習

１８ 火 委員会活動･見学 登校班会

１９ 水 中学校区連絡協議会

２０ 木 立志式

２５ 火 卒業式練習・クラブ活動（反省）

２６ 水 三校合同研修会

３ 火 参観日 ＰＴＡ総会

６ 金 お別れ遠足（西小林小合同）

９ 月 読み聞かせ（今年度最後）

１０ 火 教育相談

１２ 木 中学生による読み聞かせ

２４ 火 卒業式準備

２５ 水 卒業式

２６ 木 修了式

２７ 金 春休み（４／６まで）

３０ 月 離任式（予定）

【 給 食 感 謝 祭 】
1月は日本で初めて給食が始まったことを記念して

給食感謝週間が設定されます。

本校は 14日に給食感謝祭を行いました。三松小学
校の栄養教諭に来ていただきました。給食に関する話

や「いのちをいただく」ことの話をしていただいた後、

一緒に給食を食べました。

給食について詳しく知り、より感謝していくため

のいい機会となりました。

1月の月目標は、「食べ物に感謝しよう」で、残食
もほとんどありません。

【５校合同キャリア教育～

近未来発見スクール】
「キャリア教育」という言葉を聞く機会が

多くなったのではないでしょうか。

小学校のキャリア教育は，「進路の探索・選

択にかかわる基盤形成の時期」と位置づけら

れています。一人一人の個性を生かし，地域

との連携を視野に入れながら、全校体制で取

り組んでいく必要があります。

1月 30日に西小林小、永久津小、東方小、
須木小、幸ヶ丘小の 5校が集まって「近未来
発見スクール」と銘打ってキャリア教育を行

います。小林市内の様々な職業の方々8社に
来ていただきます。

こういう取組から、自分の将来を

考えてほしいと思います。


